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	トヨタ式（大野式）
左に示すものが、トヨタの大野耐一氏の著書： 「トヨタ生産方式」 の中で紹介された 「なぜなぜ5回」 です。
まず、機械が故障で停止したという事象を出発点として、
「なぜ？」 と 「答え」 を繰り返していきます。
（1なぜ）なぜ、機械が停止したか？
（答え）過負荷でヒューズが溶断したから、と原因で答える。
しかし、これは真の原因（真因）ではなく、さらに 「なぜ？」 を継続して、５回目に 「濾過器がない」 という真因に辿り着いたという筋書きになっています。
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	見かけの原因と真の原因
左の事例でいえば、なぜを5回繰り返すことによって 「濾過器がない」 という真因に辿り着いたのであり、この真因に対して対策を行えば再発を防げると教わります。
このトヨタの 「なぜなぜ分析」 は、全国で流行し、皆が、このやり方で「なるほど」 と感心して受け入れた。
大野氏が言いたいのは、はじめの4つの原因は、見かけの原因に過ぎず、最後の答えが真の原因だ、ということです。
「濾過器がない」 が真因であるというのは正しいが、見かけの原因と真の原因はどう違うか、区別の方法を考えて下さい。
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	真因と根本原因の取違え
大野耐一氏が普及に努めた 「なぜなぜ5回」 の問題点を、以下、考えていこう。

真の原因（真因）に対策を講じれば問題は解決します。
しかし、それだけでは再発を防止できません。再発を防止するには、根本原因（管理システムの欠陥）を追究して是正しなければなりません。
大野氏は、「なぜなぜ分析」 を真の原因を追究する手法だと誤解したと思われます。
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	第2章　トヨタ式に対する疑問
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	旅客機の墜落事故

　航空機が墜落する事故が発生すると、事故調委員会による原因調査が始まる。その場合、「なぜ、墜落したか？」と尋ねて、あれかも知れない、これかも知れないと要因を列挙し、それぞれの要因についてさらに「なぜ？」を続けるという手順を踏むだろうか？　否！　そんなことはしない。

　まず、フライトレコーダー、ボイス・レコーダー、残骸などのデータを収集し、解析する（データの意味を明らかにする）。

それで真因が明かにならないときは、航空機の履歴、機長を始めとするクルーの履歴、健康状態など、さらなるデータの収集と解析を繰り返す。

　「なぜ？」と訊くのは自由だが、訊いたところで誰も真の原因を教えてくれる訳ではないから、データの収集と解析を繰り返す以外にないのです。
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	病院での診察
腹痛で診察を受けたとき、医師は「なぜ、腹痛が起きたか？」と、腹痛を伴うあらゆる病名を列挙するか？
　そうではない。腹痛にありがちなデータ異常を探すために、
1. 患者の問診（どこがどう痛むか、最近食べたもの、
いつから？下痢は？）
2. 簡単な検査（体温、のど、）
3. 必要なら、血液検査、尿検査、
4. 必要なら、レントゲン、CTなど
などのデータを収集し、データの意味を解析する。異常が見られなければ、さらに検査を追加する。

　ここでも適切なデータを収集する能力と適切な解析は、いずれもその分野の知識(＝医学的な知識・経験)によるのであって、これらは「なぜ？」と訊くような単純な活動によるものではない。データを取らずに「なぜ？」と考え込んで病名を多数列挙する医師に出くわしたら、殺される前にさっさと逃げた方がよい。
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	ブロック塀倒壊事件

2018年6月、大阪北部を襲った地震で高槻市立寿栄小学校のブロック塀が倒れ登校中の女児が亡くなった。
真の原因 (True Cause) がブロック塀の構造と強度の問題あり、倒壊したブロック塀を専門家が調査すれば容易に分かるのであって、「なぜ、倒壊した？」などと訊く必要もない。
問題は、根本原因 (Root Cause) である。地震時のブロック塀の倒壊事故は過去にも起きており、広く知られていたにもかかわらず、「なぜ、学校、市役所、教育委員会等が、その処置をしなかったか？」、すなわち、管理システムの欠陥である。
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	報道によれば、事故の3年前に同小学校は問題のブロック塀について市に調査を依頼した。市は素人の職員による検査を実施して「安全」と判断し、学校側の指摘を生かさなかった。
つまり、調査を依頼する側が専門家で、調査・判断する責任者が素人という矛盾した管理システムになっていた。
なぜ、そのような矛盾する管理システムになったのだろうか？　
これを追究するのが「なぜなぜ分析」である。建築基準法も、単に違法・合法を規定するだけではなく、合法性を実現する仕組み（管理システム）を規定すべきであろう。

	[image: ]
	Root Cause＝根本原因

　なぜなぜ分析で追及するものが真因ではなく根本原因であることを論証しよう。

1. ブロック塀の倒壊原因は、違法な構造と経年劣化である。これは、専門知識によって分かるが、なぜなぜ分析では解明できない。
2. 真の原因に対策を講じて丈夫なブロック塀に改築しても、この市役所のずさんな管理体制では再発を防止できない。
3. とすれば、このずさんな管理体制こそが再発の原因に違いない。これが、根本原因である。
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	Googleの翻訳
英語でも、
· 見かけの原因＝Apparent cause
· 真の原因＝True cause
· 根本原因＝Root cause
と別々になっており、　　真の原因＝根本原因
とは理解されていない。
　真の原因は、「見せかけか、本物か」の問題
　根本原因は、起きた原因が由来した奥に存在する原因
の意味である。
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